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研究成果の概要（和文）：農耕起源の解明のために、皮性コムギ（いわゆる古代コムギ）について考古植物学、
分子遺伝学、圃場での栽培試験から情報収集がなされた。西アジアおよびその近隣地域の8遺跡にて考古植物の
サンプリングを行い、植物種の同定を行った。AAGGゲノム種の皮性コムギにおける子実形質に関してDNA分析を
行った。二倍体と四倍体の皮性コムギ約500系統について収量構成要素など圃場データ収集や成分分析を行っ
た。これらは考古学において出土した皮性コムギを解釈するための基礎データとなる。また、皮性コムギ遺伝資
源（エンマーコムギ）を利用して、早生のデュラムコムギを作出した。

研究成果の概要（英文）：To elucidate the origins of agriculture, data collection on hulled wheat was
 done based on archaeobotany, molecular genetics and field cultivation studies. Identification of 
archaeobotanical remains from 8 sites in West Asia and neighboring regions was done. Molecular 
genetics for seed traits was done in AAGG genome hulled wheats. Field traits such as yield 
components and chemical analysis were done in approximately 500 diploid and tetraploid hulled wheat 
accessions. These data sets of hulled wheats were taken for the purpose of further interpretation of
 archaeological wheat remains. Using hulled tetraploid genetic resources (emmer wheat), novel early 
maturing durum breeding lines were produced.were produced.

研究分野： 考古植物学

キーワード： 皮性コムギ　考古植物学　農耕起源　デュラムコムギ　考古学　西アジア
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１．研究開始当初の背景 

 本研究は古代コムギについて考古学、作物

学など多面視点から科学的データの蓄積を

行うことを目的として開始された。開始当時、

古代コムギすなわち西アジアの考古遺跡で

出土するエンマーコムギ、アインコルンコム

ギ、スペルタコムギなどの皮性小麦類は、類

縁系統関係等はよく研究されていたが、栽培

生理特性に関するデータは希薄であった。 

本研究はとくに日本国内で皮性小麦を栽

培して、とくに考古学解釈にかかわる植物特

性と、主として日本国内生産につながる栽培

データを蓄積することとした。このような基

礎データの蓄積によって、考古植物学の進展

と、古代コムギの現代的利用という、新しい

領域研究を行ったものが本研究である。 

 

２．研究の目的 

 人類の農耕開始に大きくかかわった西ア

ジアの皮性コムギ（古代コムギ）類について、

圃場レベルの植物特性データを蓄積し、考古

学解釈に役立てることを大目的とした。また、

そのような古代コムギの圃場データを、現代

社会に還元するべく、考古学と農学の融合研

究を本研究は目指した。 

 

３．研究の方法 

 本研究では古代コムギを対象として、①圃

場栽培試験、②分子進化の分析研究、③遺跡

から出土する考古植物の顕微鏡同定という

３つの異分野からなる研究アプローチをと

った。古代コムギとは、皮性コムギである二

倍性のアインコルンコムギと、四倍性のエン

マーコムギおよびチモフェービー系コムギ

を主としており、それらの野生種および栽培

種である。 

圃場栽培試験では、主として京都大学の保

有する日本の古代コムギ遺伝資源を対象と

した。生育ステージ（止葉抽出日、穂ばらみ

期、出穂期、開花期、登熟期）、収量性（収

量、穂数、一穂粒数、粒重）など、きわめて

労力がかかるために通常行われることのな

いデータを本研究では重点的に取った。また

皮性コムギをデュラムコムギのエリート品

種（カナダ産）と交配し、日本に適したデュ

ラムコムギの開発を行った。 

 分子研究は、当初は栽培化関連遺伝子を標

的にしようとしたが、他研究機関の動向と次

世代シーケンサー解析技術の新展開があっ

たため、古代コムギの品質解明に特化した研

究を行うこととした。また、出土植物を対象

とした DNA 分析を行うことにした。 

 考古遺跡からの出土植物同定については、

新学術領域研究チームの発掘した植物を担

当した。また研究代表者がこれまで長期継続

的に行ってきた各遺跡資料について顕微鏡

同定を行った。 

 

４．研究成果 

上記１~３に沿って以下に述べる。 

・成果 1) 皮性コムギ遺伝資源の栽培試験関

係、とくに国産デュラムコムギ品種の開発 

アインコルンコムギ、ウラルトゥコムギ、

エンマーコムギ、デュラムコムギ、チモフェ

ービー系コムギ、スペルタコムギ、パンコム

ギを中心とした合計約 950 系統について、試

験栽培を行った。とくにアインコルンコムギ、

エンマーコムギ、デュラムコムギ、アルメニ

アコムギ、チモフェービー系コムギについて

は、生育ステージと収量および収量構成要素

の調査を行った。また一部についてはタンパ

ク質含有率、黄色色素値、17 種の元素分析な

どを行った（雑誌論文 3,4 、学会発表

4,7,8,9,12）。これらは出土植物の解釈のため

の基礎データとなり、また、品種改良のため

にも役立つものである。 

 スパゲティなどパスタの原料となるデュ

ラムコムギの国内向け品種の開発を行った。

デュラムコムギにはこれまで早生の品種が

なく、梅雨のある日本では生産することが困



難であった。本研究では上記試験によって早

生のエンマーコムギを見出したので、これを

世界のエリート品種と交配した。本研究では

敢えて手間のかかる系統育種法という手法

を用いた結果、早生、耐倒伏性、白粒遺伝子

型の黄色粒、製麺性（グルテン）、鳥害抵抗

性といった多数の有用形質をもたせた早生

デュラムコムギの育成に成功した。 

本成果は 2017 年 3 月 4 日に領域総括の筑

波大学からサンシャインシティ文化会館に

おいて、また 2017 年 5 月 30 日に山口大学か

ら「50 年間達成されなかった、梅雨前に収穫

できる早生デュラムコムギの開発に成功！

～古代コムギが現代の問題解決のカギとな

る～」とのプレスリリースを行った。NHK

他によって、6 月 2 日の梅雨入り前に実際に

収穫した映像が放送され、さらに 8 月にも

NHK により農家栽培（滋賀）とレストラン

試食（広島）の様子が放送された。日経新聞、

米麦日報、文教速報他で記事紹介された。本

研究成果は、考古学研究が糸口となって、現

代社会の問題解決が可能となった学際成果

である。パスタは魚介や野菜など各地の食材

と料理しやすく、イネ、パンコムギに次ぐ「第

3 の穀類」として、日本の食糧の新たな道を

拓く可能性を秘めている。 

・成果 2) DNA 分析関係 

 チモフェービー系コムギ（AAGG ゲノム

種）と、最古の作物の一つであるエンマーコ

ムギ（AABB ゲノム種）を出土遺物で識別す

る方法を見出すために、子実の硬軟質性を決

める遺伝形質（pin 遺伝子）を標的として栽

培試験と DNA 分析、電顕観察を行った。圃

場試験結果は予想に反して、pin 遺伝子型に

かかわらず窒素肥料の増施によって AAGG

種の子実は硬質化した（論文業績 3）。つまり

硬軟質性による選抜は栽培起源時に起こら

なかったといえる。 

AAGG 種の pin 遺伝子をふくむ Ha 遺伝子

領域の塩基配列をはじめて決定した（学会発

表 10、優秀発表賞受賞）。AAGG 種を、AABB

種から識別するための葉緑体 DNA マーカー

を作成した（論文業績 8）。AAGG 種のアル

メニアにおける自生地情報を整備した（論文

業績 12）。遺跡出土植物の次世代シークエン

ス解析を行った。西アジアの炭化種子につい

てはこれまで成功例がなかったが、少数の配

列が得られている。 

・成果 3) 遺跡から出土した植物の同定によ

る農耕起源の解明研究  

 現在の農耕起源の主流説はプロトラクト

説と呼ばれるが、本研究代表者が 2006 年に

Science 誌に発表した説が発端となっている。

本説の普及に努めてきた甲斐あり、定説とな

った（論文業績 5、著書業績 11） 

北西シリアのデデリエ遺跡ではナトゥー

フ期（後期旧石器時代、約 13,000 年前）の

植物を一部同定し発表した。本内容はナトゥ

ーフ時代の過去約 20 年の主要研究をとりま

とめた「Natufian foragers in the Levant（バ

ールヨゼフ、バラ編）」に編集された（著書

業績 1）。 

 トルコ東部チグリス川流域のハサンケイ

フ・ホユック遺跡（新石器時代 PPNA 期、約

11,000 年前）の植物同定を行った。ピスタチ

オ、アーモンド、エノキが大半を占めて麦類

が出土しなかった結果から、PPNA 期のトル

コ東部ではコムギ農耕は行われておらず、穀

類に依存しない独自の生業が存在していた

ことが示された（論文業績 1、6、学会発表

14、著書業績 11）。 

 イラン南西部のタンゲシカン遺跡におい

て出土植物同定を行った。また、イラン北東

部のチャハマック遺跡の樹種同定を行った

（論文業績 10、著書業績 8）。イスラエルの

鉄器時代のテル・レヘシュ遺跡から出土した

植物を同定した（発掘報告書に寄稿済み）。

イラク・スレイマニア自治区のサイドアハマ

ダン遺跡において出土植物と現生植物調査

を行った（論文業績 2）。 



アルメニアの初期農耕を解明するために、

従来知られる初期農耕より千年古い前 7千年

紀のレルナゴーグ遺跡で、考古植物のサンプ

リングと同定を行った。農耕は存在していな

かったことが判明したが、作物進化を考える

うえで現地植生の豊かさは特記すべき存在

であり、考古植物研究の盲点といえる地域で

あったことが判明した（論文業績 12）。 
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